
社会福祉法人 浅口市社会福祉協議会

あたたかく
ささえあって
くらせる
ちいきをめざして

浅口市の秋の風物詩となった「アッケシソウ」。塩湿地に生
育し、北海道の厚岸湖で発見されたことから、この名がある。
環境省の絶滅危惧種にも指定され、浅口市が本州唯一の自
生地だ。「アッケシソウを守る会」による保護活動が行われ、
育成環境が向上している。写真は、10月 24日まで行われた
「アッケシソウ祭り」の準備に取り組む守る会の皆さんです。

表紙のことば

特集 もっと知ろう共同募金

FUKUSHI ASAKUCHI

福祉あさくち



福祉あさくち 第40号　2016年11月 02

社協会費にご協力を

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《皆様からいただいた社協会費の使途》

ふれあいいきいきサロンへの活動助成� 3,916,900 円

在宅介護者への支援（介護手当支給、介護用具貸出、活動支援等）
� 2,450,000 円

一人暮らし高齢者への支援（給食サービス、布団丸洗い等）
� 1,533,073 円

障がい児・者の地域生活支援（共済制度加入支援、行事活動支援等）
� 436,000 円

小地域支えあい活動支援（福祉委員活動、地区社協活動支援等）
� 1,059,910 円

広報誌発行（福祉あさくち発行）� 885,600 円

　

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力
は
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
参
加
へ
の
一
つ
で

す
。「
住
民
皆
様
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
、
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合
い
・
支
え

あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、

社
協
会
費
は
地
域
福
祉
事
業
の
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
も
何
卒
多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

浅口市社協の本所　「浅口市の地域福祉の拠点」

市内に2800本設置、「いのちのバトン」 にぎやかで笑いが絶えない「独居高齢者��元気の出るつどい」

会費は年会費として

1口 1,000円
1口 3,000円〜

個人会費

法人会費

自治会に未加入の世帯は、最寄りの本・支所にて納入をお願いします。
　○本　　所　ＴＥＬ．４４－７７４４　 ○金光支所　ＴＥＬ．４２－７３０８
　○寄島支所　ＴＥＬ．５４－３３１７

平成
28
年度

会員章を玄関に
貼りましょう。
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相模原事件に寄せて

 

共
助
の
社
会
を

　
　
　
　
　
　
障
害
者
総
合
支
援
施
設
あ
お
空

　
施
設
長　

小
銭　
輝
彦

�　
こ
の
事
件
で
、
心
に
深
い
傷
を
負
っ
た
、
利
用

者
や
職
員
、
関
係
者
の
方
々
に
哀
悼
を
言
葉
で
言

い
表
せ
な
い
の
が
私
の
本
音
で
す
。
ま
た
報
道

関
係
を
見
て
も
粗
を
探
す
よ
う
な
内
容
が
多
く
、

本
当
に
本
質
に
迫
っ
た
話
を
誰
も
触
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
気
が
し
、
社
会
の
ル
ー
ル
に
法
っ

て
判
断
す
る
こ
の
世
の
中
が
本
当
に
良
い
の
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
世
論
の
中
に
は
、
施
設

の
防
犯
体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
な
意
見
も

あ
る
が
、
事
件
の
あ
っ
た
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

と
て
も
よ
く
頑
張
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
正
直
に
言
い
ま
す
と
こ
の
事
件
の
根
底

に
は
、
差
別
の
意
識
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。
弱
者
＝
障
害
者
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
多
く
の
方
は
も
た
れ
て
い
る
気
が
ま
だ
し
ま

す
。
そ
れ
こ
そ
が
差
別
で
あ
り
、結
局
の
と
こ
ろ
、

相
手
を
き
ち
ん
と
同
等
の
人
と
し
て
見
て
い
な

い
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
手
や
足
が
動
か
な
け

れ
ば
、
誰
か
の
助
け
を
借
り
る
か
２
択
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
要
は
個
々
の
中
に
共
助
の
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、

世
の
中
そ
ん
な
に
難
し
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
は
世
の
中
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
で
き
て
い
る

物
事
を
難
し
く
考
え
す
ぎ
た
様
々
な
結
果
に
思

え
ま
し
た
。

 

明
る
く
作
業
で
き
る
環
境
を

　
　
　
　
　
　
N
P
O
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
浅
口

�

理
事
長　

千
田　
和
正

　
7
月
26
日
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
障
害
者
施

設
『
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
』
に
お
け
る
痛
ま
し

い
事
件
で
、
被
害
に
遭
わ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
と
怪
我
を
さ
れ
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
々
の
一
日
も
早
い
回
復
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
全
確
保
の

強
化
及
び
入
院
・
退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
等
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
実
行
す
る
こ
と
が

必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
の
声
明
『
精
神

障
害
者
全
体
の
差
別
や
偏
見
、
誤
っ
た
認
識
に
つ

な
が
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
入
院
は
一
時
的
な
対

応
手
段
で
し
か
な
い
、
退
院
後
に
地
域
で
本
人
を

孤
立
無
縁
に
さ
せ
な
い
。
安
全
に
生
活
し
て
い
け

る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
』
を
踏
ま
え
た
支
援
を
行
政
機
関
及
び
関
係

団
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
知
的
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
単
純
作
業
を
続
け

る
忍
耐
強
さ
が
あ
り
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
、
保
護
者
及
び
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
活
き

い
き
と
明
る
く
作
業
が
出
来
る
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

浅
口
市
障
害
者
計
画
に
掲
げ
る
「
快
適
・
安

心
・
思
い
や
り 

み
ん
な
が
活
き
い
き
暮
ら
す
ま

ち
」
の
施
策
を
踏
ま
え
て
障
害
者
等
の
自
立
と
社

会
参
加
の
実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

心 

の 

闇

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
敬
業
会
ワ
ー
ク
ほ
ほ
え
み

�

所
長　

田
中　
利
幸

　
最
近
、
タ
レ
ン
ト
等
を
集
中
的
に
批
判
し
引
退

ま
で
追
い
込
む
等
の
、
い
わ
ゆ
る
吊
し
上
げ
現
象

を
頻
繁
に
見
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
や
S
N
S
の
影

響
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
全
体
に
そ
の
様
な
欲
求

が
潜
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
起
こ
り
得
る
現
象
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
先
日
の
相
模
原
で
の
悲
し
い
事

件
で
は
、
犯
人
を
英
雄
視
し
た
趣
旨
の
書
き
込
み

が
S
N
S
上
で
相
次
ぎ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
人
達
に
は
共
通
し
て
、
正
義
の
名
の

下
に
悪
を
討
つ
自
分
た
ち
は
正
し
い
と
い
う
態

度
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
本
当
の
姿
は
、

満
た
さ
れ
な
い
自
ら
の
劣
等
感
を
、
弱
者
を
攻
撃

す
る
こ
と
で
紛
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
と
て
も
卑
怯
な
姿
で
す
。

　
こ
の
様
な
心
の
闇
は
誰
の
心
の
中
に
も
あ
り
、

自
ら
直
視
し
難
い
も
の
で
す
が
、
私
達
一
人
一
人

が
自
ら
の
心
の
闇
と
向
き
合
う
事
で
、
こ
の
社

会
に
潜
む
正
義
の
仮
面
を
被
っ
た
偏
見
・
差
別
・

い
じ
め
・
D
V
等
の
暴
力
の
根
源
を
見
極
め
る

こ
と
が
、
相
模
原
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
為
に

も
必
要
な
教
訓
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
同
事
件
の

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

        〈緊急寄稿〉

相 模 原 事件に寄せて
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もっと知ろう共同募金

　
赤
い
羽
根
の
歴
史

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
民
間
の
運
動

と
し
て
戦
後
直
後
の
昭
和
22
年
に
、
市
民

が
主
体
の
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

当
初
は
戦
後
復
興
の
一
助
と
し
て
、
戦

争
の
打
撃
を
う
け
た
福
祉
施
設
を
中
心
に

資
金
支
援
す
る
活
動
と
し
て
の
機
能
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
会
福
祉
事
業
法
と
い
う
法

律
を
も
と
に
「
民
間
の
社
会
福
祉
の
推
進
」

に
向
け
て
、
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
の
た

め
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
70
年
た
っ
た
今
、
社
会
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福

祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
、
民
間
団
体

を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
ま
た
、
市

民
の
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
を
届
け
る
運

動
と
し
て
、
共
同
募
金
は
市
民
主
体
の
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
市
民
自
ら
の

行
動
を
応
援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良

く
す
る
し
く
み
。」
で
す
。

　
赤
い
羽
根
の
し
く
み

　

募
金
の
約
70
％
は
、
自
分
の
町
を
良
く

す
る
た
め
に 

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

誰
か
の
た
め
に
と
思
っ
て
募
金
を
し
た

ら
、
自
分
た
ち
の
町
の
た
め
の
、
募
金
で

も
あ
り
ま
し
た
。
町
の
み
ん
な
で
集
め
た

募
金
は
、
自
分
の
町
を
良
く
す
る
活
動
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
募
金
は
、
民
間
の

　
地
域
福
祉
を
支
え
る
活
動
に

　
使
わ
れ
て
い
ま
す

　

共
同
募
金
の
助
成
は
、
高
齢
者
サ
ロ

ン
の
運
営
や
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

草
の
根
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
費
用

か
ら
、
障
が
い
者
作
業
所
の
車
の
整
備
・

社
会
福
祉
施
設
の
改
修
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
も
共
同
募
金
は

　
使
わ
れ
て
い
ま
す

　

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
そ
な

え
と
し
て
、
各
都
道
府
県
の
共
同
募
金
会

で
は
、
募
金
額
の
一
部
を
「
災
害
等
準
備

金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の

積
み
立
て
は
、
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た

際
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な

ど
、
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

21
世
紀
を「
福
祉
の
世
紀
」へ
。

赤
い
羽
根
募
金
は「
た
す
け
あ
い
の
心
」を
育
て
て
い
ま
す
。

今 年 の 共 同 募 金 は 、 ひと味 違 います
羽 根 がふ わり 　 まちがキラリ

自 分 の 町 を良くするしくみ

地域の福祉、
みんなで参加

10月1日 ▼12月31日
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もっと知ろう共同募金

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 1395
TEL.0865-44-6090

●リフォーム　　●バリアフリー　　●水廻り
●内装・外装　　●お家の修理・メンテナンス
●リフォーム　　●バリアフリー　　●水廻り
●内装・外装　　●お家の修理・メンテナンス

すぐ近くのリフォーム屋さんです
〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 1395
TEL.0865-44-6090

47
都
道
府
県
の
缶
バ
ッ
チ
＆

浅
口
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

缶
バ
ッ
チ
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

社協本所に

「共同募金ガチャガチャ」

登場！

Q

Q

Q

A

A

A

赤い羽根は、「たすけあい」「思いやり」「し
あわせ」のシンボルです。赤い羽根は、む
かしから世界中で、勇気や良い行いのしる
しとして使われてきました。イギリスのロビ
ンフッドや、アメリカの先住民族も、赤い
羽根をつけていました。

共同募金は、地域の民間福祉のニーズを受
け付けてから募金を行う、計画募金です。
共同募金は、寄付金が集まってから使いみ
ちを決める募金ではありません。まず、地
域のさまざまな団体や、社会福祉協議会、
民間福祉施設に申請を呼びかけます。その
申請内容について、その必要性、緊急性な
どを考慮し、寄付者の方々に納得いただけ
る助成計画を策定し、その計画に基づいて
目標額を設定します。助成計画は、地域の
代表者によって構成されている「配分委員
会」で決められます。

町内会、自治会の皆さまには、ボランティ
アとして共同募金運動にご協力いただいて
います。共同募金は、お住まいの地域の福
祉の向上・充実のために、住民の皆様に募
金ボランティアとしてご協力いただき、皆
様の代表者が使いみちを決める募金です。

Q & A
どうして「赤い羽根」なんですか？

なぜ、目標額があるのですか？

なぜ、町内会や自治会が、
共同募金運動に協力しなければ
ならないのですか？

共同募金
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サロン博

社協職員
による

「サロン
を体験し

てみよう
」

活動紹介

「うちの
サロンの

　　“とあ
る１日”」

 サロンは、
「ふれあい」から「支えあい」へ

　「一人暮らしで普段の暮らしに不安がある」、「サロンの日以外
は閉じこもりがち」、「体調の不具合や病気などでサロンに出て
来られなくなった」など、そんな方はいませんか？
　ふれあいサロンで深まった「人と人とのつながり」から、サロ
ンを通じて地域で気になる方について、同じサロンの仲間や地
域の民生委員や福祉委員、近所の人たちが協力し合って、見守
りや声かけ、生活上のちょっとしたお手伝いなどをする、地域の

「支え合い」にサロン活動はつながっていきます。

2016

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
博
覧
会

平
成
28
年
９
月
15
日
㈭
に
浅
口
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て「
サ
ロ
ン
博
覧
会
2
0
1
6
」を
開
催
し
ま
し
た
。

体験コー
ナー

「体を動
かそう！

　　　健
康体操！

」



福祉あさくち 第40号　2016年11月07

サロン博

サ
　
ロ
　
ン
　
が
　
ん
　
ば
　っ
　
て
　
ま
　
す
　
よ

　

来年で15周年を迎える長寿サロンです。
毎回、サロンの前日から準備を始め、季節のも
のをふんだんに使った美味しい昼食とおやつを手作
りしています。
元気な歌声でサロンスタート。血液さらさら体操で健
康にも留意することを心がけています。サロン開設当
初は男性の方の参加が少なかったのですが、男性だけ
のサロンを開催したりと工夫を凝らし今では男性も
女性も関係なく約 40 名が２ヶ月に１度のサロン
を楽しみにしてくれています。
長年に渡り地区に浸透したこのサロン
をこれからも大切に続けてい

きたいです。

　

平成12年に発足。参加者とボランティア
の垣根がなく、その場に集う皆で作り上げ、和
気あいあいと楽しい時間を過ごしています。人数は
ボランティア含め毎回16、17人と少数ですが、そ
の分、密な時間を過ごせているように思います。
オリジナルの「あいあいサロン」の歌をうたい、季節
の行事を大切にサロンを開催しています（新年会、
お雛様会、七夕、敬老の日…など）何か特別なこ
とをするわけでなく、いつもの場所に集い、い
つものように喋って食べて…
日常の一部のようなサロンをこれ

からも続けていきます。

サロン和楽会は、区長をはじめ、副区長、
民生委員、福祉委員が役員としてサロンの企画・
運営にあたっています。
毎回、「悪質商法対策」や「介護保険」など、高齢者の
方に気をつけてもらいたいことや知ってもらいたいこと
について分かりやすく情報提供したり、花見やしめ縄づ
くりなどの季節を感じられる行事もしたりしています。
見守り声かけのひとつの機会としてもサロンは役立っ
ています。
また、企画や準備から、調理や進行まで役員そ
れぞれが持ち味を発揮しながら、和やかな
雰囲気で協力して取り組めているの

も和楽会の特徴です。

私たちのサロンでは月２回集まっておしゃ
べりを中心に楽しんでいます。10人ほどの人
数で民家でやっているので、自分のところから持
ち寄ったオセロやトランプ、お手玉や絵合わせ、ジ
グソーパズルをおしゃべりしながら楽しんでいます。
時間になったら体操をして、みんなでルーレットゴ
ルフや点取りゲームなどをして盛り上がります。
特にトランプのババ抜きや言葉遊びが好きで、
言葉遊びでは順に花や動物の名前を言っ
てみたりして頭の体操にもなってい
ると好評です。

「美味しい昼食とおやつで和やかに」
向月お楽しみサロンにこにこ会（鴨方町六条院西）

金井 敏江 さん

「みんなが作るサロン」
町小路あいあいサロン（鴨方町小坂東）

永原 正子 さん

「持ち味を生かしたサロンづくりに」
サロン和楽会（金光町地頭下）

山下 卓郎 さん

「おしゃべりに華が咲きます」
サロンひだまり（寄島町東安倉）

平方 桂子 さん
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それゆけボランティア・熊本地震 義援金 報告

－真心こめたお弁当、今日も出発！！－

　私たち「菜の花」は、金光町の 70歳以上の
独り暮らし、また 75歳以上の高齢者夫婦を対
象として、月に１回、約 120 食のお弁当の調
理と配達を行っています。
　毎月の活動は献立作りから始まります。栄養

のバランス・季節・彩りなど、利用者さんの
喜ぶ顔を思い浮かべ、試行錯誤しながらも和
気あいあいと楽しんで活動しています。
　出来上がったお弁当は、民生委員やボラン
ティアの方々が手分けをしてお届けに出発し
ます。お弁当をお渡しする際の声かけ、見守
りも給食サービスの大切な役割です。
　「菜の花」のお弁当を楽しみに待ってくれて
いる人がいる・・・その思いを励みに、会員
一丸となってがんばっています！！

熊本地震 義援金 報告

地域ボランティア 鴨方東地区「たんぽぽ」
地域ボランティア 鴨方西地区「桃の花」
地域ボランティア 六条院地区「コスモス」
ボランティア人形劇サークル「風の子」
傾聴ボランティア“Hot, ダンボの会”
収集ボランティア「ベル」
福祉絵てがみ「鴨めーる」
オペラハウス「虹の会」
天草一座

サンパレス桃花 ボランティア
ほほえみ授産センター支援ボランティア
浅口はるか会
浅口手話サークル「青い鳥」
おはなしボランティア「にじの会」
託児ボランティア「プーさんクラブ」
鴨っ子童謡クラブ
のぎくの会
ボランティア「しゃぼん玉」

絵てがみボランティア「ゆめの会」
給食サービスボランティア「菜の花」
金光手打ちそばボランティア
ベル フレンズ「ら・ら・ら」
寄島町ボランティア給食「ガザミの会」
介助ボランティア たんぽぽの会
子育てサロン「なかよしひろば」
みつやまクリーンクラブ

・医療法人社団同仁会　金光病院
・あさくち花火大会実行委員会
・鴨方中学校同窓会（Ｓ51年卒）
・浅口市ボランティア連絡協議会

ありがとうございました。

（平成 28年８月 24日〜）

それゆけ！ボランティア
給食サービスボランティア給食

「菜の花」の巻
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あつめて！集めて！エコキャップ大作戦

あつ
めて！
集めて！

エコキ
ャップ

鴨方 宮の前

鳩ヶ丘

おかやま山陽高校

環境問題は
　家庭から地域から

ペットボトルのキャップを回収する活動が
広まっています。町内会や子ども会、学
校などで回収されています。集められた
「ペットキャップ」は、倉敷市内のＮＰＯ
法人で車いすに交換して、必要とする機
関に寄贈されています。社会福祉協議会
がお預かりして、まとめて同法人にお渡
しする場合もあります。

おかやま山陽高校では生徒会を中心に
ペットキャップを集めています。

鴨方地区では回収エリアが広がり、
ごみや環境を考える機会となっています。

宮ノ前地区では子ども会も巻き込んで
「こどもエコ実行隊」を結成しています。

鳩ケ丘地区では、ごみステーションに
回収ポストを設置し、町内会ぐるみで
回収しています。
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ほっと・ネット通信

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅
等等

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

県道60号線

●

里見川里見川

金光幼稚園金光幼稚園
金光小学校金光小学校

県道60号線県道60号線

金光駅金光駅
友原餅店友原餅店

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
FAX（0865）44-1115
E-mail:autoproduce_bros_1239@ybb.ne.jp

新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM9:00～PM6:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

人生最後の意思を残す公正証書遺言
　自分が亡くなったときに遺産を誰にどのように相続させるか、その意思を形にしたものが遺言
書です。遺言書には、「自筆証書遺言」「公正証書遺言」「秘密証書遺言」の３種類があります。
　昨今の「終活」ブームや相続人同士で争う争族防止を背景に、より安心で確実な「公正証書遺言」
が注目をされています。

公正証書遺言の作成方法
①　遺言の内容を決め、下書きをつくる ②　公証役場へ連絡をする
財産を誰に何を残すかなど、遺言書に書きたい
ことを書いてみましょう。遺言作成後、何度で
も書き直すことはできます。

近隣の公証役場（笠岡公証役場）へ連絡をし
ましょう。不安な方は弁護士、司法書士、行
政書士などへ相談しましょう。

③　証人を依頼する ④　書類を作成する
遺言書の作成には、公証人のほかに証人が２
人以上必要になります。証人として立ち会っ
てもらいたい人を決めましょう。

どのような書類が必要になるかは、あらかじ
め公証役場で確認をしておきましょう。不安
な方は弁護士などへ依頼しましょう。

⑤　遺言書作成（調印式）を決める ⑥　公証役場で遺言書を作成（調印式）
遺言書の原案が決まったら、公証人と作成日
を調整します。同時に公証人への手数料の見
積もりをもらいましょう。

証人の立ち合いのもと、公証役場で遺言を作
成します。公証人から記載内容の確認があり、
正しければ署名と捺印すれば完成です。

　故人の公正証書遺言が見つからない場合には、相続人が公証役場の公正証書遺言検索システ
ムで探索することができます。

あさくち権利擁護推進センターだより

ほっと・ネット通信
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お達者さん

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

一年の労をねぎらい、新たな気持ちを語り合う…
美味しい料理で楽しいひとときをお楽しみください。

良寛会席￥4,860（税込）

￥4,860（税込
）

寄せ鍋会席
宴会宿泊パック

お一人様￥3,500平日
（
税
込
）

お一人様￥3,500
瓶ビール/日本酒 /ウーロン茶 /ジュース /焼酎

特 

典

◆カラオケ無料！！（要予約）
◆会場室料無料
◆送迎バス無料 要予約
　（10名様以上）

この他ご予算に応じたプランや、記念撮影・花束等も承っております、お気軽にご相談ください。仕入れ状況等により料理内容を変更させていただく場合がございます。

※土曜、休前日は￥4,000（税込）
※2016/12/31～2017/1/3は除く

写真は良寛会席の例写真は良寛会席の例

平日

宴会のあとそのままご宿泊

（
税
込
）

朝食付

忘新年会プラン

特別
割引

お一人1,140円追加で
飲み放題（2時間）

2016.11.18㈮ ▼ 2017.1.29㈰開催期間

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123倉敷市玉島柏島478
h t t p : // r y o k a n s o . j p

ご予約・お問い合せは

瀬戸内の恵まれた自然が育む安らぎの宿

学校を転々と
　矢掛町南山田で生まれました。父親が教員だっ

たことから、転勤時は家族帯同でした。そのため

小学校入学時は、川上郡湯野村でしたが卒業は新

見市。また高校も笠岡高等学校に入学して、卒業

時は矢掛高校と岡山県下の学校を転々としたもの

です。その中で今でも思い出に残っているのは、

小学２年の頃の家の近くの洞窟があったこと。奥

に入ると出られなくなるから注意されたけど、よ

く涼みに行ったなあ。

お元気の秘訣は、飛び歩くこと
　まずは 23 年間続けている大正琴ですね。弾い

てると楽しいんです。演奏発表会前は苦しいこと

もありますが、やり遂げた後の達成感がいいんで

す。ここまで続けられたのも進級（名取）せずに

いられたんが良かったんかな（笑）。

　手芸も週２日は行ってます。福祉センター憩い

の間
ま

が空いている日は、欠かさず行きょんです。

作品を作るのも楽しいし、作品を喜んでもらって

くれる人がいてそれがまた楽しいんです。

　また、お花を活けに行ってるんです。お花は

30 分ほどで終わるんですが、ほとんどがおしゃ

べりと食事会で長時間過ごしています。いつも、

今日は何を食べる？が合言葉のようになってい

て、身近な人との付き合いは本当に楽しいです。

　出かけるのを近くに住んでいる息子が気遣って

くれるので、自分が自由に行く所への移動は年金

が続く限りタクシーを利用すると言ってるんで

す。元気なうちは自由に飛び歩こうと思っていま

す（笑）。

仲間とのふれあいを生きがいに
　食事は１日１食（おかず）の配食をベースに、

牛乳・ヨーグルトや野菜などを摂り栄養不足にな

らないよう気を付けています。これからも大正琴・

手芸・お花・むつみ会・デイサービス等を通じて、

仲間とのふれあいを生きがいにします。

　週間のスケジュールがびっしりと埋まってま

すよ。

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

田中　泰
やす

瑚
こ

さん（89歳）
鴨方町（小坂西）
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あさくちびと

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

エヴァホール
岡山県年金受給者協会特約

エヴァホール玉島　☎（086）525-1000
エヴァホール浅口　☎（0865）64-1000
ファミリエ勇崎　☎（086）528-4000

株式会社サカエ

フィルム現像できますフィルム現像できます
● 証明写真600円 ●

デジカメプリント

19円
デジカメプリント

“福祉あさくちを見た”と言うだけで会員価格に致します！

19円

年中
無休

岡山県経営革新法承認企業

プリント
ショップサンタ

デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王

天満屋ハピータウン鴨方店

営業時間 9:00～20:00
浅口市鴨方町六条院中 2128-1

携帯・ネットで注文OK！
フォトショップサンタ 検索検索

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

vol.16矢部 幸一さん
（金光町）

音楽を通じて

人と人とをつなぐ

　
サ
ッ
ク
ス
の
き
っ
か
け
　

　

65
歳
の
頃
、「
楽
器
を
習
い
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
時
に
、
知
り
合
い
か
ら
「
サ
ッ
ク
ス

は
ど
う
か
」
と
薦
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
始
め
た
も
の
の
多
忙
の
た
め
断
念
。

70
歳
か
ら
改
め
て
音
楽
教
室
に
通
い
サ
ッ
ク

ス
を
始
め
ま
し
た
。
楽
器
店
が
主
催
す
る
発

表
会
で
出
演
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
東
京

の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）
で
石

原
裕
次
郎
の
「
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に
サ
ッ
ク
ス
の
音

が
響
き
わ
た
り
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く
吹
け

て
今
で
も
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　
現
在
の
演
奏
活
動

　
　
～
お
し
ゃ
べ
り
亭
を
中
心
に
～

　

そ
れ
か
ら
も
練
習
を
続
け
、
昨
年
福
永
公

会
堂
で
演
奏
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
さ
れ
る
髙
見
沢
さ

ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
金
光
町
に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
お

し
ゃ
べ
り
亭
」
で
一
緒
に
演
奏
し
よ
う
と
、

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
２
人
で
し
た
が
、
今
で
は
ギ
タ
ー
と

フ
ル
ー
ト
の
方
も
加
わ
っ
て
曲
の
幅
も
広
が

り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増

え
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
亭
に
来
ら
れ
た

方
に
「
と
に
か
く
楽
し
い
ひ
と
時
を
」
と
思

い
、
皆
さ
ん
と
楽
し
く
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
町
家
公
園
や

地
域
の
サ
ロ
ン
、
市
内
外
の
催
し
な
ど
で
も

演
奏
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

　

昔
は
と
て
も
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
人
見
知

り
で
し
た
。
で
も
、今
で
は
好
奇
心
旺
盛
に
、

い
い
な
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
み
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
や
っ
て
み
て
、

い
い
と
思
っ
た
ら
人
に
も
勧
め
、
仲
間
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
ク
ス
だ
け
で
な
く
、

最
近
で
は
尊
敬
す
る
先
輩
の
指
導
の
も
と
、

そ
ば
打
ち
も
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
知
人

を
誘
っ
て
に
ぎ
や
か
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
頃
の
健
康
に
感
謝
し
な
が

ら
、
皆
さ
ん
と
楽
し
く
楽
器
の
演
奏
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
音
楽
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
通
じ
て
人
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

サントリーホールでの演奏
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老人クラブに加入しませんか？

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

初心者
大歓迎！
初心者
大歓迎！
初心者
大歓迎！

Word・Excel・インターネット・メール・デジカメ・各種スマートフォン・SNS・資格取得・出張講座 他Word・Excel・インターネット・メール・デジカメ・各種スマートフォン・SNS・資格取得・出張講座 他

❶完全個別指導 ❷毎月の費用は月謝のみ
❸毎月受講回数の変更可能 ❹安心予約制
❺パソコン設備充実 ❻ホッとひといきティータイム
❼就活・仕事、趣味まで幅広くサポート

楽しく学べる
７つの魅力
楽しく学べる
７つの魅力

～こんなパソコン教室を待っていた！ 充実度120％～～こんなパソコン教室を待っていた！ 充実度120％～

《60代以上の方》
月謝7,500円より（事前にお電話でお問い合わせください）

無料体験実施中！

「福祉あさくちを見 た 」で 入会金無料！！

「福祉あさくちを見 た 」で 入会金無料！！

「福祉あさくちを見 た 」で 入会金無料！！

セガミ薬局
となり
セガミ薬局
となり

「年賀状＆
 宛名作成講座」

パソコン買い替えについても
お気軽にご相談ください

「年賀状＆
 宛名作成講座」

パソコン買い替えについても
お気軽にご相談ください

「年賀状＆
 宛名作成講座」

パソコン買い替えについても
お気軽にご相談ください

安い！安い！ 楽しい！楽しい！ 分かりやすい！分かりやすい！

少人数制で質問しやすい少人数制で質問しやすい

■ 浅口校  浅口市金光町占見新田 283-1  2Ｆ
　 TEL（0865）42-3595
■ 井原校  井原市上出部町 392-1
　 TEL（0866）62-8855

水・日・祝
は休校日
駐車場有

大好評！パステルアート講座開催中！大好評！パステルアート講座開催中！大好評！パステルアート講座開催中！
その他カルチャー講座も多数行っています。
詳しくはお問い合わせください。
その他カルチャー講座も多数行っています。
詳しくはお問い合わせください。

いきいきシニア浅口芸能発表会
浅口市老人クラブ連合会10周年記念事業

日 時　12月１日㈭10時～
場 所　浅口市中央公民館　大ホール

今年浅口市老人クラブ連合会は、発足10周年
を迎えました。そこで記念事業として、芸能発
表会を開催する運びとなりました。
多数ご観覧いただきますようご案内いたします。

今からの
人生

みんなで

たのしく

ゆめと
ときめきを

老人クラブは皆さんの仲間づくりや地域の支えあいを応援しています！
60 歳以上の方なら誰でも参加できます。

老人クラブに加入しませんか？

老人クラ
ブの

会員に

ご登録
頂くと 1

2

3

支部主催のカラオケ大会や芸能発表会を開催しており、個人の技術の
向上が図れ、またグループの活動も広く知って頂けます。
グラウンドゴルフ、カラオケ、囲碁将棋、手芸などの部活動があり、各部
独自で活発に活動をされています。健康づくりや会員相互の親睦を深め
る和やかな場となっています。
�浅口市老人クラブ連合会主催の講演会やグラウンドゴルフ大会のご案
内の他にも、一日旅行など各単位クラブでのイベントも充実しています。

（各地区で内容は異なります）

詳しくは、お近くの老人クラブ役員、または社会福祉協議会の本所・支所へ
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日　　時 　11月12日㈯　13：30～16：00

場　　所 　浅口市健康福祉センター
　　　　ボランティア研修室

内　　容 　・おもちゃ病院の意義
　・おもちゃ診断のコツ
　・【実技】スピーカーチェッカー作り

主　　催 　浅口市社会福祉協議会
　浅口おもちゃ病院

申し込み問い合わせ ��TEL�0865－44－7744

参加
無料

利用料
無料

声の広報を聞いてみませんか？

目の不自由な方、文字の読みづらくなった方
に音訳ボランティアグループ浅口はるか会の
協力で音声訳ＣＤを作成しています。

音声訳CDは
◎広報あさくち（毎月）
◎福祉あさくち（年間４回）
◎あさくち市議会だより（年間４回）
◎はるか声の宅配便（毎月）
  （宅配便は新聞・雑誌の記事や小説・随筆などを紹介しています。）

があります。

試聴をご希望の方は社会福祉協議会まで

TEL 44-7744

◆�

10
月
12
日
岡
山
県
総
合
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

�
・
道
　
葊
　
惠
　
子
（
鴨
方
町
）

岡
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

�

・
お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
会
長
表
彰

�

・
渡
　
辺
　
妙
　
子
（
鴨
方
町
）

岡
山
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
理
事
会
表
彰

�

・
瀬
　
尾
　
眞
理
子
（
鴨
方
町
）

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

�

・
尾
　
崎
　
時
　
男
（
金
光
町
）

�

・
井
　
上
　
良
　
子
（
金
光
町
）

�

・
清
　
水
　
正
　
雄
（
鴨
方
町
）

�

・
高
　
渕
　
清
　
満
（
寄
島
町
）

�

・
藤
　
井
　
富
　
子
（
寄
島
町
）

�

・
鶴
　
　
鳴
　
　
会
（
鴨
方
町
）

�

・
町
　
　
寿
　
　
会
（
鴨
方
町
）

◆�

11
月
10
日
開
催
さ
れ
る
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、

加
賀
和
三
郎
さ
ん
（
金
光
町
）
が
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
育
成
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
す
。

受賞おめでとうございます

試聴用ＣＤを用意しています

表彰・声の広報・おもちゃドクター養成講座

おもちゃ病院ドクター
養 成 講 座
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（
平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
遠
藤　

大
輔
さ
ん
（
大
谷
）
よ
り

　

亡
父　

喜
代
志
さ
ん
の
香
典
返
し

○
武
縄　

三
男
さ
ん
（
上
竹
）
よ
り

　

亡
妹　

智
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
原
田　

一
子
さ
ん
（
須
恵
）
よ
り

　

亡
夫　

吉
康
さ
ん
の
香
典
返
し

○
今
井　

純
子
さ
ん
（
占
見
）
よ
り

　

亡
母　

大
橋　

操
さ
ん
の
香
典
返
し

○
花
田　

英
彦
さ
ん
（
大
谷
）
よ
り

　

亡
妻　

み
ど
り
さ
ん
の
偲
び
草

○
平
井　

光
一
さ
ん
（
大
谷
）
よ
り

　

亡
父　

善
雄
さ
ん
の
偲
び
草

○
岡
本　
　

猛
さ
ん
（
地
頭
下
）
よ
り

　

亡
長
男　

伊
佐
雄
さ
ん
の
香
典
返
し

○
高
橋　

建
男
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
母　

緑
さ
ん
の
香
典
返
し

○
前
田　

小
夜
子
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
夫　

敏
さ
ん
の
香
典
返
し

○
西
山　

節
子
さ
ん
（
上
竹
）
よ
り

　

亡
夫　

孝
三
さ
ん
の
香
典
返
し

鴨
方
町

○
中
山　

立
夫
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
父　

寛
さ
ん
の
偲
び
草

○
杣　
　

高
德
さ
ん
（
本
庄
）
よ
り

　

亡
妻　

珠
江
さ
ん
の
香
典
返
し

○
須
澤　

卓
士
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
父　

武
義
さ
ん
の
香
典
返
し

○
原　
　

俊
信
さ
ん
（
益
坂
）
よ
り

　

亡
父　

猛
さ
ん
の
香
典
返
し

○
新
塘　

正
明
さ
ん
（
み
ど
り
ヶ
丘
）
よ
り

　

亡
父　

四
夫
さ
ん
の
香
典
返
し

○
安
原　

則
子
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
夫　

顥
さ
ん
の
香
典
返
し

○
栗
山　

幸
彦
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
父　

好
幸
さ
ん
の
香
典
返
し

○
虫
明　

祝
典
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
母　

芳
香
さ
ん
の
香
典
返
し

○
石
井　

建
一
さ
ん
（
小
坂
西
）
よ
り

　

亡
母　

智
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
山
本　

和
徳
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
母　

智
恵
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
髙
月　

清
次
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
母　

小
林　

澤
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
平
井　

美
江
子
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
夫　

戢
二
さ
ん
の
偲
び
草

○
横
山　

幸
秀
さ
ん
（
小
坂
西
）
よ
り

　

亡
母　

智
恵
子
さ
ん
の
香
典
返
し

寄
島
町

○
里
見　

享
子
さ
ん
（
大
浦
）
よ
り

　

亡
母　

好
子
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
坂
本　
　

登
さ
ん
（
尾
焼
）
よ
り

　

亡
父　

判
次
さ
ん
の
香
典
返
し

○
大
嶋　

繁
樹
さ
ん
（
倉
敷
市
）
よ
り

　

亡
母　

二
三
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
坂
本　

謙
太
朗
さ
ん
（
国
頭
）
よ
り

　

亡
母　

洋
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
中
濵　

文
子
さ
ん
（
国
頭
）
よ
り

　

亡
母　

章
子
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
大
島　

竜
一
さ
ん
（
片
本
）
よ
り

　

亡
父　

則
久
さ
ん
の
満
中
陰
志

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

編
集
後
記

母
を
介
護
し
て
い
ま
す
。
前
号
の
「
老

後
の
住
ま
い
」
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
転
ば
な
い
よ
う
な
工
夫
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。	

（
金
光
町
　
坂
根
さ
ん
）

老
人
ホ
ー
ム
と
一
言
に
言
っ
て
も
、
身

体
状
況
や
目
的
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
料
金
が

高
額
で
年
金
で
は
不
足
す
る
こ
と
が
、

心
配
で
す
。	

（
鴨
方
町
　
筒
井
さ
ん
）

クイズの答えとともに
「福祉あさくち」の
感想をお寄せください

篤志御礼・クイズ・福あさボイス

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ

箇
所
が
６
か
所
あ
り
ま
す
。こ
の
６
文

字
を
な
ら
べ
か
え
て
、
言
葉
を
つ
く
っ

て
下
さ
い
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
答

え
と
「
福
祉
あ
さ
く
ち
」
の
感
想

を
必
ず
お
書
き
の
上
、

　
〒
７
１
９
ー
０
２
４
３

　
鴨
方
町
鴨
方
７３
番
地

　
浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
に

記
念
品
贈
呈
。

応
募
方
法 探

し
て
並
べ
て

◆
ヒ
ン
ト

　寒
く
な
り
ま
し
た
。

　上
に
一
枚
羽
織
り
ま
し
ょ
う
。

◆
締
め
切
り

　

12
月
25
日
㈰ 

　消
印
有
効

◆
前
回
の
こ
た
え

　あ
い
す
く
り
ー
む

　
　
　
　
　（ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）で
し
た
。

今
号
よ
り
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
。

こ
れ
か
ら
も
、
役
に
立
つ
福
祉
情
報

を
お
届
け
し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。



社
会
福
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法
人
 浅
口
市
社
会
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昭
和
印
刷
株
式
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社

発
　
　
行

広
告
代
行

http://w
w
w
.fukushiasakuchi.net

4コ
マ劇場4コ
マ劇場

福あさ

提供: 鴨方高校マンガ同好会
  画  : Yuna

「 あ  き 」

・所定の申請用紙等が社協本所・支所にあります。
・申請時には、印鑑及び所持する手帳、振込を希望する通帳を
　ご持参ください。

◎市民税に所得割がかかっていない世帯
◎市内に住所を有する方
◎在宅で生活されている方

❶身体障がい者手帳 1・2級 所持者
❷療育手帳　A ・B所持者
❸精神障がい者保健福祉手帳  1・2級 所持者
❹義務教育以下のお子さんを一人親で養育している方

対 

象 

者

̶ 「歳末たすけあい募金」配分 ̶

歳末見舞金支給のお知らせ

申請手続き

❶～❹の方で次の条件にすべて該当する方

締切り
11月30日㈬
厳守

社会福祉法人
浅口市社会福祉協議会
□本　　所

□金光支所

□寄島支所

□カニ丸の家

浅口市鴨方町鴨方73
TEL 0865-44-7744

浅口市金光町占見新田751
TEL 0865-42-7308

浅口市寄島町16010
TEL 0865-54-3317

浅口市寄島町16089-17
TEL 0865-54-3113

社協だより社協だより

響き合う「心」を1つに・・・

11/20㊐ 10:00～
浅口市中央公民館

入場無料
社会福祉法人浅口市社会福祉協議会
TEL 0865-44-7744

横浜のマーチングバンドのメンバーと
東日本大震災被災地・福島のブラスバンドの
人々との、マーチングを通して深めた友情、
助け合い、絆を描いた音楽青春映画。

2016.11.1
第
40 号

社
協
だ
よ
り
福
祉
あ
さ
く
ち


